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令和4年
3月2日

令和4年
3月14日

令和元年度からコロナ対策で１兆円以上国から大阪市
へ配られているが、空気清浄機、サーモグラフィー、
加湿器を区役所、小学校、中学校等に設置出来なかっ
た理由がわかるもの

不存在 号 浪速区
総務課（総
務）

令和4年
3月3日

令和4年
3月17日

浪速区役所の令和３年12月17日付弁明書（大浪総企第
29号）に次の記載があります。
「区運営方針の成果指標としている『区民の割合』と
は区民アンケートの測定値そのものであり、当庁は区
民アンケートの測定値が令和元年度と令和２年度を比
較し前年度より増加していた事実により『区民の割
合』が前年度より増加していると判断している」
まず、区民アンケートの結果は確率変数です。具体的
には令和２年度運営方針の「アウトカム指標の達成状
況」に記載されている「災害時の避難場所を把握して
いる区民の割合（区民アンケート（区実施分））
73.3％」の73.3％は無作為抽出された2,000人を対象と
した調査の結果であり、別の2,000人が選ばれていれば
違う値になっていたはずのものです。つまり区民アン
ケートの結果は確率的に分布する値であり、このよう
なものを「確率変数」と言います。
１．確率変数である区民アンケートの結果が成果指標
になりうるという根拠が示された文書を公開してくだ
さい。
次に、確率変数である以上、その大小関係の判定は確
率的に評価しなければならず、その前提としてどのよ
うな確率分布に従うものなのであるかが判明していな
ければなりません。これは３月１日に浪速区に送付し
た資料「母比率の検定」のとおりです。
２．上記のように確率的な評価を行わなければならな
い区民アンケート結果の大小判定について、単なる
「前年度より増加していた事実」で「『区民の割合』
が前年度より増加していると判断」できる根拠が示さ
れた文書を公開してください。

※確率変数、確率分布
https://bellcurve.jp/statistics/course/6596.html
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総務課（企
画調整）
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非公開事由
（7条該当号）


